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令 和 ６ 年 ４ 月 １ ６ 日 

国土技術政策総合研究所 

 

郊外住宅市街地の再生に向けた技術的知見を提供 

～国総研研究報告第 74 号『成熟社会に対応した 

郊外住宅市街地の再生技術の開発』を刊行します！～ 
 
 

 

 

 

 
 

 

・ 都市郊外に大量に供給された住宅市街地（住宅団地）では現在、少子・高齢化の進展、

住宅の老朽化、生活利便性の低下等のオールドタウン化が進行しており、その再生が社

会的課題となっています。 

・ 報告書では、地域住民の取り組みを支援する専門家や事業者、地方公共団体等向けに、

安全の確保や多世代コミュニティの形成、居住者の QOL の向上といった観点から、郊外

住宅市街地をより暮らしやすい環境に再生させるための技術的知見を収録しています。 
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第Ⅳ編 共同住宅の住戸の空間拡大技術 

第Ⅴ編 郊外住宅市街地における生活環境の向上技術 
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本資料は、国総研ホームページで公開しています。  

ダウンロード先ＵＲＬ：https://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/rpn/rpn0074.htm 

 

 

 

（問い合わせ先） 

 国土技術政策総合研究所 建築研究部 

    部長  長谷川 洋（内線 4311） 

 TEL：029-864-4277 E-mail:hasegawa-h92iw@mlit.go.jp 

資料配布の場所 

1. 国土交通記者会 

2. 国土交通省建設専門紙記者会 

3. 国土交通省交通運輸記者会 

4. 筑波研究学園都市記者会 

令和６年４月１６日同時配布 

 国総研では、オールドタウン化が進行している郊外住宅市街地の再生を促進す

るため、「成熟社会に対応した郊外住宅市街地の再生技術の開発」（平成 30 年度～

令和 4年度）に取り組み、研究成果をとりとめた報告書を刊行します。 


